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総選挙!! 自公が多数、野党共闘での前進かちとれず!! 
10月31日、総選挙の投開票が行われました。私たち

は政権交代を求めてたたかいましたが、残念ながら、野

党共闘での前進はかちとれませんでした。野党共闘の

立憲民主党、日本共産党、れいわ新選組、社民党は、123

議席から110議席へと13議席減らしました。 

与党の自民党・公明党は、公示前305議席から293議

席へと12議席減らしました。自民党は議席を減らした

ものの、与党の自民党、公明党での安定多数を維持しま

した。一方で、野党共闘を批判し「身を斬る改革」をか

かげた日本維新の会は、11議席から 41議席へと 30議

席も増やしました。 

全国的には、野党共闘での前進がなかなか見られな

い状況ですが、いくつかの選挙区で野党共闘の候補者

が、自民党の大物議員や閣僚経験者を相次いで破って

当選をかちとっています。減少したとはいえ、野党共闘

ができたからこそ、踏ん張ったと言えるのではないで

しょうか。 

全国での投票率は、55.33％（速報値）と前回2017年

の総選挙53.68％を上回りました。 

神奈川では野党共闘が前進！！ 
神奈川県の小選挙区では、立憲民主党が7議席、自民党が11議席となり、野党が前進し自民党は前回より2議席

減らしました。中でも、13 区では、自民党幹事長の甘利明氏を追い落とし、太（ふとり）栄志氏が当選しました。

太氏は、「こつこつ続けた草の根の市民パワーが結集して勝利できた」と話しています。全県に広がる市民運動と野

党共闘の前進が、横浜市長選に続く前進をつくりあげています。神奈川新聞の出口調査では、小選挙区の無党派層

の投票動向では、48.5％が立憲民主党の候補者に寄せられ、「野党共闘で候補を一本化したことで、無党派層の政権

批判票の受け皿として存在感を示した」と報じています。神奈川県の投票率55.91％、前回51.97％を上回りました。 

総選挙を取り組んだ実感を出し合い、今後の運動に活かそう！！ 
神奈川県社保協は、「総選挙で、国民のくらしと民主主義を破壊し続けている自公政権の退陣を求め、市民と野党

の力で新しい政権を実現しよう」と呼びかけました。残念ながら、政権交代という状況をつくることはできません

でした。総選挙での一番の国民の関心事は、社会保障の充実です。しかし投票行動は自民と維新に流れました。な

ぜなのでしょうか。自己責任論、「身を斬る改革」に惑わされていると思いますが、私たちが多くの国民の関心事に

きちっとコミットできているのかが問われています。 

「なぜ、野党共闘が前進できなかったのか」、「なぜ、自公政権は議席減を食い止めることができたのか」、「なぜ、

日本維新の会は大きく前進できたのか」、「社会保障分野の私たちの要求と運動に弱点があるのか」など、総選挙を

取り組んだ実感を出し合い論議し、共通に実感できることを共有化して今後の取り組みに活かしていくことが大切

です。 

 小選挙区 比例区 合 計 公示前 

自民 189 72 261 276 

公明 9 23 32 29 

維新 16 25 41 11 

N党 0 0 0 1 

立憲 57 39 96 109 

共産 1 9 10 12 

国民 6 5 11 8 

れいわ 0 3 3 1 

社民 1 0 1 1 

無(与) 3 - 3 7 

無(野) 6 - 6 4 

無(他) 1 - 1 1 

定数計 289 176 465 
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「75 歳以上医療費 2 割化中止署名」41 筆集約！！ 
10月 21日、「75 歳以上の医療費 2割化

反対実行委員会」は、伊勢佐木町モールで

宣伝行動を実施し、保険医協会、年金者組

合、社保協から 14 人が参加しました。保

険医協会は、開業医の先生が6人も参加し、

月々とマイクをもって訴えました。実行委

員会では、コロナ禍での街頭宣伝を6月以

来控えていましたが、久しぶりの行動で

す。 

「6月の通常国会で、自民と公明党、維

新の会、国民民主党が2割化に賛成した」、

「来年の 10月に 2割化をスタートさせよ

うとしているので、やめさせましょう」、

「ぜひ署名にご協力を」と訴えると、「2倍になるなんてとんでもない」と次々と対話が広がり、なんと1時間足ら

ずで500用意したチラシとポケットティッシュがなくなり、41筆の署名が集まりました。 

75歳以上の医療 2割化の中止署名は、いま続々と主役がすすめられています。早速、ユーコープ労組から 2,759

筆届けられました。神奈川土建でもすでに 3,000 筆を超える署名が集約されています。まず手始めに、11 月 17 日

（水）の神奈川国会行動で、新しい議員に対して紹介議員のお願いをする予定です。署名を大きく広げましょう。 

ケア労働から新しい民主主義を考える 
10月31日、2021年全国介護学習交流会がオンラインで開催され、岡野八代さん（同志社大学大学院）が「ケア

労働から新しい民主主義を考える」と題して講演しました。岡野さんの講演の要旨を紹介します。 

「コロナ対策大臣は、ずっと経済再生大臣が兼任」、「2020年東京オリンピックを政治成果にしたかった、安倍首

相」、「2月 27日、唯一の首相決断が、小中高の一斉休業」、「お肉券・減収世帯 30万円給付取り下げ、アベノマス

クに466億円（260億円に圧縮とのちに訂正）と、「日本政府はなにをしたか？ なにをしてこなかったのか？」。「日

本政治はなにから目を閉ざしているのか？」として、コロナパンデミックのもとで「医療従事者たちの苦闘と不安」、

「女性たちの負担増」をあげ、ＵＮ Ｗｏｍｅｎからの提言は、「男性リーダーたちは、女性たちが受けるインパク

トを軽視している」。「政府が今すぐできること」して、「意思決定に女性を」、「救済措置は女性の状況を理解するこ

とを含めよ」を紹介しました。 

「ケアしないひと（＝一部の無責任な特権者たち）は、ケアについて知らない」。「ケア＝女性がする仕事だから、

貶められているのか？そもそも貶められるような仕事だから、女性が担っているのか？」＝「コロナ禍で明らかに

なったように、不可欠な（＝エッセンシャル）仕事なのに、なぜ、『誰かがするだろう』と高を括ることができるの

だろうか？」＝「資本主義にもっとも必要な労働力について、なぜ資本主義はこれほど冷淡なのか」。 

「自分以外のひとたちの食事を作る者は、それぞれの好き嫌いを把握し、最近○○は野菜が足りないなとか、ず

っとお魚が続いたなとか、今日は暑いしビールに合うものにしようとか、様々に思いを巡らせている。ケアする者

たちがなによりも注意を払っているのは、自分とは異なる他者のニーズ、それは一人ひとり違うということが重要」。 

「ケアを提供する、とりわけジェンダー規範に強く縛られる女性たちは、家族のなかでも―経済力の弱さと子へ

の愛着と責任感の強さゆえに―労働市場においても―女性むけの低賃金の職種への誘因ゆえに―交渉力が弱く、さ

らに、こうした家庭内で費やす時間と、低収入ゆえに、政策に与える影響力も小さい。フォーブレは、こうしたケ

アを担う女性たちが被る不利益を『ケア・ペナルティ（罰）』と呼ぶ」。 

「公的ケアや企業による福祉が削られ、女性は、家庭内のケア役割がかえって増大し、またシングルマザーなど

は、サバイバルしていくのがより大変になる。企業でスキルを磨ける女性や社会運動でマネジメントを学べる女性

は減って、『候補者の候補』になれる女性が減るのである。1990 年代の『女性の時代』で生き生きしていた女性た

ちは、今や介護を担ったり、自分が介護されたりで、青色吐息である。そして、運動の後継者は減っていくのだ」。

「困難な状況だからこそ、民主主義を勝ち取っていく必要がある！」 

実行委員会が伊勢佐木町で宣伝行動 

全国介護学習交流会 
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11月13日（土）に開催予定の全県国保改善交流集会は、神田敏史さんに、「コロナ禍での市町村国保、現状と改

善めざして」と題してのお話しをしていただきます。県社保協から「2021 年度の市町村国保調査」の概要を報告。

払える国保料にしていくための、地域での運動の前進につながる交流会とします。会場参加とともに、ZOOM接続

による視聴参加を併用しますので、積極的な参加促進をお願いします。 

市町村国保調査にもとづいた、各市町村の１人当たり平均保険料（税）年額一覧です。 

11.13「全県国保改善交流集会」の参加をすすめましょう！！ 
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11月7日（日）に、神奈川自治体学校が開催され、午後に「コロナ禍で保健所はどうなっているか」という社会

保障分科会を開催します。多くの参加をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４９回神奈川自治体学校 
１１月７日（日）9:30～16:30 

横浜市健康福祉総合センター 

≪記念講演≫ 
「国の『デジタル化』戦略と自治体の役割を考える」 
久保貴裕氏（自治労連・地方自治問題研究機構主任研究員） 

【社会保障分科会】13:30～16:30 
●コロナ禍で保健所はどうなっているか 

コロナ禍での保健所や病院の状況、とりわけ第 5 波

で自宅療養が多くなった時期の状況を報告していた

だきます。そのうえで、浮かび上がった保健所に求め

られる機能と役割について議論します。 

【報告】 

県内自治体の保健所職員、民間病院看護師等  

県民要求連絡会・対神奈川県交渉日 
■保健医療 

11月 8 日（月）14:00～開港記念会館１号室 

■社会福祉 

11月22日（月）13:30～波止場会館4F会議室 


